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【
問
】
東
京
２
０
２
０
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
に
は
、
本

市
出
身
者
が
出
場
予
定
で
あ
り
、
過
去
の
大
会
で
活
躍
し
た

こ
と
の
あ
る
本
市
出
身
者
も
少
な
く
な
い
。
本
市
ス
ポ
ー
ツ

推
進
計
画
に
あ
る
、
ト
ッ
プ
ア
ス
リ
ー
ト
と
市
民
が
触
れ
合

う
機
会
の
充
実
、
ト
ッ
プ
ア
ス
リ
ー
ト
を
目
指
す
ジ
ュ
ニ
ア

選
手
や
競
技
選
手
の
養
成
と
い
っ
た
取
り
組
み
は
、
今
後
さ

ら
に
進
め
て
い
く
べ
き
と
思
う
が
、
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

【
答
】
体
育
館
や
運
動
広
場
と
い
っ
た
公
共
施
設
を
安
全
に

利
用
で
き
る
よ
う
環
境
整
備
を
行
う
。
ま
た
、
地
域

や
民
間
の
ク
ラ
ブ
と
連
携
し
、
身
近
な
場
所
で
ト
ッ

プ
選
手
の
プ
レ
ー
を
見
た
り
、
触
れ
合
え
る
機
会
を

作
っ
た
り
す
る
こ
と
で
、「
み
る
」「
さ
さ
え
る
」
ス

ポ
ー
ツ
の
推
進
に
も
努
め
て
い
く
。

　

コ
ロ
ナ
禍
で
人
と
の
接
触
や
外
出
を
控
え
る
生
活
が
１
年

以
上
続
い
て
い
た
が
、
よ
う
や
く
ワ
ク
チ
ン
接
種
が
始
ま
っ

た
。
接
種
が
滞
り
な
く
進
め
ら
れ
る
と
期
待
し
て
い
た
が
、

予
約
が
始
ま
る
と
、
電
話
が
つ
な
が
ら
な
か
っ
た
り
、
シ
ス

テ
ム
の
不
具
合
で
予
約
が
取
れ
な
か
っ
た
り
す
る
な
ど
の
問

題
が
起
こ
っ
た
。「
い
つ
に
な
っ
た
ら
接
種
を
受
け
ら
れ
る

の
か
」
と
い
う
市
民
か
ら
の
声
を
聞
い
た
の
は
私
だ
け
で
は

な
い
だ
ろ
う
。

　

今
後
、
64
歳
以
下
の
市
民
へ
の
接
種
が
進
め
ら
れ

る
が
、
対
象
人
数
は
約
12
万
人
と
高
齢
者
の
倍
近
い

人
数
で
あ
る
。
会
社
員
、
学
生
、
主
婦
な
ど
時
間
的

に
拘
束
さ
れ
て
い
る
人
も
多
い
た
め
、
夜
間
や
休
日

の
接
種
に
つ
い
て
も
十
分
に
検
討
す
る
よ
う
求
め
る
。

①
本
市
の
知
名
度
は
全
国
的
に
高
く
、
企
業
進
出
の
要
望
は

多
い
が
、
市
街
地
は
宅
地
が
多
い
た
め
、
進
出
可
能
な
土
地

が
ほ
と
ん
ど
な
い
。
そ
こ
で
、
産
業
系
用
途
の
開
発
行
為
に

関
す
る
基
準
を
定
め
、
市
街
化
調
整
区
域
内
の
幹
線
道
路
沿

道
の
土
地
を
農
業
以
外
に
も
利
用
で
き
る
よ
う
に
し
、
企
業

を
誘
致
す
べ
き
で
あ
る
。

②
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
予
約
シ
ス
テ
ム

で
は
、
シ
ス
テ
ム
開
発
業
者
の
見
通
し
が
甘
く
、
ア
ク
セ

ス
集
中
で
障
害
が
長
期
間
継
続
し
た
と
の
こ
と
だ
が
、

本
市
の
シ
ス
テ
ム
を
担
当
す
る
Ｉ
Ｔ
推
進
課
は
関
与

し
て
い
な
か
っ
た
。
重
要
な
シ
ス
テ
ム
の
構
築
や
契

約
を
行
う
と
き
は
、
Ｉ
Ｔ
推
進
課
が
専
門
的
な
見
地

で
関
わ
り
、
ト
ラ
ブ
ル
を
未
然
に
防
ぐ
べ
き
で
あ
る
。

　

学
校
は
地
域
活
動
の
拠
点
で
あ
り
、
災
害
時
の
指
定
避
難

所
で
も
あ
る
。
適
正
化
に
よ
り
、
学
校
が
使
用
さ
れ
な
く
な

っ
た
場
合
、
売
却
さ
れ
る
の
で
は
な
い
か
な
ど
、
跡
地
の
利

活
用
に
つ
い
て
不
安
視
す
る
意
見
が
市
民
か
ら
多
く
寄
せ
ら

れ
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
拠
点
、

避
難
所
と
し
て
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
き
た
こ
と
を
踏
ま
え
、

地
域
に
十
分
還
元
で
き
る
事
業
展
開
を
幅
広
く
検
討
す
る
と

市
が
回
答
し
た
こ
と
か
ら
、
今
後
も
地
域
が
望
む
学
校
施
設

の
役
割
が
維
持
さ
れ
る
と
確
認
で
き
た
。

　

第
１
期
実
施
計
画
案
に
つ
い
て
、
地
域
住
民
に
よ

り
詳
し
く
、
よ
り
具
体
的
な
説
明
が
で
き
る
よ
う
、

十
分
に
準
備
し
、
地
域
住
民
の
理
解
の
下
で
進
め
ら

れ
る
よ
う
要
望
す
る
。

①
手
洗
い
は
基
本
的
な
感
染
症
対
策
で
あ
る
が
、
小
・
中
学

校
で
は
手
が
触
れ
る
回
転
式
水
栓
が
多
く
、
感
染
の
可
能
性

が
あ
り
不
安
と
の
声
を
多
く
聞
く
。
非
接
触
で
手
洗
い
が
で

き
る
よ
う
自
動
水
栓
化
の
推
進
を
要
望
す
る
。

②
循
環
型
社
会
へ
の
取
り
組
み
と
し
て
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご

み
削
減
に
向
け
た
マ
イ
ボ
ト
ル
の
普
及
を
促
進
す
べ
き
で
あ

る
。
熱
中
症
対
策
に
も
な
る
た
め
、
公
共
施
設
な
ど
に
浄
水

機
能
付
き
の
給
水
機
を
設
置
す
る
よ
う
求
め
る
。

③
産
婦
健
康
診
査
や
新
生
児
聴
覚
検
査
が
経
済
的
負

担
に
な
ら
な
い
よ
う
助
成
が
必
要
で
あ
る
。
ま
た
、

低
出
生
体
重
児
の
治
療
や
検
査
結
果
、
成
長
を
記
録

で
き
る
よ
う
、
母
子
健
康
手
帳
を
補
完
す
る
リ
ト
ル

ベ
ビ
ー
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
を
導
入
す
べ
き
で
あ
る
。

　

市
内
の
小
規
模
校
全
て
を
廃
校
に
す
る
教
育
委
員
会
の
方

針
に
、
多
く
の
市
民
が
不
安
の
声
を
寄
せ
て
い
る
。

　

教
育
委
員
会
は
「
小
規
模
校
は
教
育
上
の
問
題
が
あ
る
」

と
断
定
す
る
た
め
、
ど
の
よ
う
な
問
題
が
あ
る
の
か
質
問
し

た
と
こ
ろ
、「
ク
ラ
ス
替
え
が
で
き
な
い
」「
部
活
動
の
種
類

が
少
な
い
」「
教
職
員
数
が
少
な
い
」
と
回
答
し
た
。

　

質
問
に
先
立
っ
て
小
規
模
校
を
見
学
し
た
が
、
ク
ラ
ス
替

え
が
な
く
て
も
子
ど
も
の
良
い
集
団
は
生
ま
れ
、
生
徒
は
全

員
部
活
動
を
し
て
い
る
。
ま
た
、
教
員
の
加
配
に
よ

り
全
教
科
専
任
で
授
業
が
行
わ
れ
て
お
り
、
問
題
は

な
い
と
考
え
る
。
狭
い
山
滝
中
学
校
に
小
学
校
を
押

し
込
み
、
小
学
生
や
中
学
生
の
教
育
環
境
を
悪
く
す

る
統
廃
合
計
画
は
撤
回
す
べ
き
で
あ
る
。

　一般質問の様子は、市議会ウェブ
サイトの録画中継のページでご覧い
ただけます。
  URL：https://www.city.kishiwada.osaka.jp/
            site/gikai/185rokuga.html

　令和 3 年第 2 回定例会では、19 人の議員
が一般質問を行いました（発言順に掲載）。

　また、８月下旬以降、市議会ウェブサイト
の「会議録の閲覧」のページでも詳細をご覧
いただけます。

市政に関する

一
般

質
問

要 旨
ス
ポ
ー
ツ
振
興
に
つ
い
て

学
校
の
衛
生
、
循
環
型
社
会
、
母
子
健
康
へ
の
取
り
組
み

(公明党 )
南　加代子

こ
れ
か
ら
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
は
ど
う
な
る
の
か

企
業
誘
致
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
予
約
に
つ
い
て

小
・
中
学
校
の
適
正
規
模
及
び
適
正
配
置
に
つ
い
て

( 公明党 )
友永　修

小
・
中
学
校
の
統
廃
合
計
画
の
撤
回
を
求
め
る

(日本共産党 )
中井　良介

①
葛
城
修
験
が
日
本
遺
産
に
認
定
さ
れ
、
１
年
余
り
が
経
過

し
た
。
本
市
に
は
構
成
文
化
財
が
三
つ
あ
り
、
看
板
の
設
置

な
ど
が
予
定
さ
れ
て
い
る
が
、
Ｐ
Ｒ
不
足
と
思
わ
れ
る
。
本

市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
や
、
葛
城
修
験
日
本
遺
産
活
用
推
進
協
議

会
で
積
極
的
に
Ｐ
Ｒ
し
、
山
手
地
域
の
観
光
振
興
か
ら
市
域

全
体
の
活
性
化
を
図
る
よ
う
要
望
す
る
。

②
２
０
２
５
年
開
催
の
大
阪
・
関
西
万
博
に
向
け
て
泉
州
の

食
を
世
界
に
発
信
す
る
「
泉
州
美
食
Ｅ
Ｘ
Ｐ
Ｏ
」
が
始
ま
り
、

主
催
者
で
あ
る
大
阪
調
理
製
菓
専
門
学
校
と
本
市
は

連
携
協
定
を
締
結
し
た
。
こ
れ
を
特
産
品
Ｐ
Ｒ
の
絶

好
の
機
会
と
し
、
こ
の
新
た
な
取
り
組
み
と
連
動
し

て
、
ふ
る
さ
と
寄
附
や
岸
和
田
ブ
ラ
ン
ド
を
さ
ら
に

拡
充
す
る
よ
う
要
望
す
る
。

葛
城
修
験
道
や
特
産
品
の
Ｐ
Ｒ
に
つ
い
て

　

岸
和
田
市
小
中
一
貫
教
育
基
本
方
針
で
は
、
施
設
一
体
型

の
小
中
一
貫
校
を
モ
デ
ル
事
例
と
し
て
先
行
実
施
し
、
そ
の

後
全
て
の
中
学
校
区
で
施
設
分
離
型
小
中
一
貫
校
を
推
進
す

る
と
し
て
い
る
。

　

施
設
一
体
型
は
教
育
の
効
果
を
最
大
限
引
き
出
せ
る
が
、

施
設
分
離
型
で
あ
っ
て
も
、
工
夫
に
よ
り
小
学
校
高
学
年
か

ら
の
中
学
校
部
活
動
へ
の
参
加
、
学
校
行
事
の
合
同
実
施
、

小
学
校
で
の
外
国
語
教
育
な
ど
の
専
門
的
な
指
導
と
い
っ
た

小
中
一
貫
教
育
の
メ
リ
ッ
ト
を
十
分
に
引
き
出
せ
る
。

２
カ
所
で
計
画
し
て
い
る
施
設
一
体
型
の
実
現
に
は
、

ま
だ
時
間
が
か
か
る
と
思
わ
れ
る
た
め
、
先
に
施
設

分
離
型
の
実
施
が
可
能
な
中
学
校
区
か
ら
モ
デ
ル
事

例
と
し
て
推
進
し
て
い
く
よ
う
要
望
す
る
。

小
中
一
貫
教
育
の
推
進
に
つ
い
て

堂本　啓祐
(大阪維新の会 )
倉田　賢一郎

(次世代政策会議 )
雪本　清浩

(きしわだ未来 )
烏野　隆生

宇野　真悟
(大阪維新の会 )

そ
の
他
の
質
問 

○
ふ
る
さ
と
寄
附
事
業

( 大阪維新の会 )

そ
の
他
の
質
問 

○
市
役
所
の
業
務
合
理
化

そ
の
他
の
質
問 

○
市
民
窓
口
の
混
雑
解
消


